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能

狂言

能

観世 喜正 ほか

野村 萬斎 ほか

中森 貫太 ほか

国　　栖

二  人  袴

石　　橋

〔演目・演者〕
く

ふた り ばかま

ず

しゃっ きょう

終
戦
記
念
日
の
8
月
15
日
、
先
の

大
戦
に
て
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た

英
霊
へ
の
慰
霊
と
世
界
の
恒
久
平
和

へ
の
祈
り
を
込
め
て
、
相
模
薪
能
を

開
催
致
し
ま
す
。

第
50
回

相
模
薪
能
の
ご
案
内

午後5時開演予定8月15日㈭〔開催日〕
寒川神社境内特設能舞台〔場　所〕

※

鑑
賞
券
の
転
売
は
固
く
禁
止
致
し
ま
す
。

申
込
方
法

　鑑
賞
ご
希
望
の
方
は
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

　年
齢
・
電
話
番
号
を
楷
書
で
明
記
の
う
え
、左
記

　要
項
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
7
月
1
日
以
降
の
消
印
よ
り
有
効
。 

　そ
れ
よ
り
前
の
消
印
や
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
は

　無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　先
着
千
名

　（一
人
一
枚
限
り
と
し
、 

電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　ま
た
入
場
者
は
中
学
生
以
上
に
限
り
ま
す
）

申 

込 

先 

〒
二
五
三-

〇
一
九
五

 

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
三
九
一
六

 

寒
川
神
社
相
模
薪
能
係

お
問
合
せ 

電
話

　〇
四
六
七 

（
七
五
） 

〇
〇
〇
四

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

253-0195
神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町

　
　
　
　 

宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社

　
相
模
薪
能 

係

無
地
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

［往信面］

郵便番号
〇
〇
県
〇
〇
市

　
　
〇
〇
町
〇
ー
〇
ー
〇

〇
〇
〇
〇 

様

（
ご
自
身
の
住
所
・
氏
名
）

住
所 

氏
名 

年
齢

☎

［返信面］

彬
姫
櫻
開
花

あ
き

ひ
め

ざ
く
ら

　天皇陛下御即位30年目の佳節を奉祝し、彬子女
王殿下御台臨の下で植樹されました彬姫櫻が、3月
13日に開花しました。
　国旗掲揚塔脇のさざれ石に寄り添うように植樹さ
れた若木が、当神社に春の訪れを告げてくれました。

編
集

後
記

平
成
最
後
の
、と
い
う
言
葉
を
昨
年
の
秋
頃
よ
り

頻
繁
に
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。当
神
社
に

お
け
る
社
報
「
相
模
」
も
本
号
を
も
ち
ま
し
て
平
成

最
後
と
、
な
り
ま
す
。昭
和
か
ら
平
成
へ
と
御
代
替

わ
り
を
し
た
当
時
の
社
報
の
編
集
後
記
に
は
、時
代

と
か
世
の
中
が
変
わ
っ
て
も
、
寒
川
の
杜
の
中
で
は

悠
久
二
千
年
の
歴
史
が
刻
ま
れ
続
け
て
い
ま
す
、
と

記
載
が
あ
り
ま
し
た
。日
々
、
多
く
の
情
報
が
流
れ

る
現
代
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
て
も
参

拝
者
の
皆
様
方
に
と
っ
て
は
常
に
変
わ
ら
な
い
寒
川

神
社
が
そ
こ
に
は
あ
る
、
そ
の
よ
う
な
意
味
の
よ
う

に
感
じ
て
お
り
ま
す
。新
し
い
御
代
に
お
け
る
皆
様

方
の
「
最
初
の
」
ご
参
拝
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
俊
）

発行所 ： 寒川神社社務所
〒253-0195 神奈川県高座郡寒川町宮山3916
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祝祭日には国旗を掲げましょう 【表紙写真説明】
豊作を祈念する 田打舞

【題字】
神社本庁 総長　田中恆清



神
嶽
山
神
苑

か
ん

た
け

や
ま

し
ん

え
ん

開 

苑

難
波
の
小
池
を
中
心
と
し
た

森
厳
な
杜
に
形
成
さ
れ
た

池
泉
回
遊
式
日
本
庭
園

季
節
の
お
菓
子
と
お
抹
茶
で

お
も
て
な
し
す
る
茶
屋
「
和
楽
亭
」

八
方
除
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
た

「
方
徳
資
料
館
」

ど
う
ぞ
神
苑
に
て
和
や
か
な

ひ
と
時
を
お
過
ご
し
い
た
だ
き

大
明
神
様
と
の
御
神
縁
を

お
深
め
く
だ
さ
い

●神嶽山神苑への入苑は御祈祷を受けた方に限ります。

～ 春の訪れから新緑への誘い ～午
前
9
時
〜
午
後
4
時

開
苑
時
間毎

週
月
曜
日
休
苑
（
祝
祭
日
は
開
苑
）

季節のお菓子とお抹茶でおもてなし
午前9時30分～午後3時30分まで
　　　　　　 （午後3時受付終了）
拝服料500円より思し召し

茶屋 和楽亭

苑内石舞台にて神楽舞と雅楽の演奏
4月14日㈰  午後2時
4月21日㈰・28日㈰ 午前11時・午後2時

神楽舞と雅楽

以降の予定は決定次第ホームページにて
お知らせ致します（雨天時中止）

3
月
上
旬
〜
12
月
13
日

開
苑
期
間

Contents

授
与
品
図
鑑

8

「
日
本
の
美
し
い
伝
統
文
化
の
継
承
」

公
演
の
お
知
ら
せ

13

特

　集

年
年
祭
歳

朝
の
神
事

日
供
祭

6 祭
典
と
行
事
の
ご
案
内

第
49
回
学
齢
児
図
画
展

少
年
館
入
館
奉
告
祭

少
年
館
入
館
式

宮
山
年
参
講
大
祭

年
参
講
奉
納
演
芸
大
会

昭
和
祭

9
時
30
分

10
時

正
午

8
時
30
分

４
月
1
日
〜
10
日

1
日

6
日
・
7
日

7
日

29
日

國
府
祭

Ｂ
Ｓ
寒
川
第
2
団

　
　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
ま
つ
り

５
月
5
日

12
日

水
無
月
大
祓
式
　
茅
の
輪
神
事

14
時

６
月
30
日

月
次
祭

毎
月
1
日
・
20
日

水無月大祓式のご案内
6月30日㈰午後2時より、水無月大祓式

並びに茅の輪神事が古式に則り斎行され
ます。どなたでもご参列いただけますが、当日
のご参加が叶わない方は、郵送でのお申込
みを承っております。
今回新たに郵送でのお申込みをご希望

の方は、ご案内状をお送り致しますので、下記
までお問合わせください。
是非この機会にお申込みいただき、心身

ともに清まりお健やかにお過ごしください。

夏の「浜降祭」と併せ、当神社の二大神
幸祭の一つ「國府祭」が５月５日（日・こどもの
日）に中郡大磯町国府の神揃山ほかにて斎
行されます。
神奈川県無形民俗文化財に指定されて

おり、中でも正午に行われる古式「座問答」は
有名です。
新緑まぶしいこの季節に是非足をお運び

頂き、古式床しい神事を間近でご覧ください。

國府祭 御神幸時間のお知らせ

神幸時間表：5月5日㈰
7:00
7:10
7:50
8:00
9:00
10:30
12:00
13:50
14:00
15:00
15:40
15:50
15:55
16:00
19:00

諸員参集
遷霊祭
発輿祭
社頭発輿
平塚通過
神揃山祭
古式「座問答」
神揃山発輿祭
神揃山発輿
大矢場着御
神対面の儀
国司奉幣の儀
裁許の儀
大矢場発輿
社頭還幸

※社頭還幸時間は道路状況により大幅に前後することもあります。

4月7日㈰ 正午～夕刻
年参講奉納演芸大会

宮山総代並びに氏子の皆様による、
奉納演芸大会が開催されます。
皆様のご来社をお待ちしております。

■第１部
■第２部

歌謡ショー
舞踊ショー

於 寒川神社境内特設会場
　 （雨天時は寒川神社少年館）

※FAXにてお問合せの際は、住所・氏名・
　電話番号・人形の必要枚数を明記願います
　案内状は5/20 以降順次発送致します

お問合せ 寒川神社 大祓係
TEL.0467（75）0004㈹／FAX.0467（75）9595

病
院
だ
よ
り
・
神
社
の
素
朴
な
ぎ
も
ん

12

平
成
31
年
度 

宮
山
総
代
ご
紹
介
・
人
事

10

彬
子
女
王
殿
下
御
参
拝

心
游
舎
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

九
谷
焼
湯
呑
茶
碗
「
ゆ
の
み
を
作
ろ
う
」
開
催

節
分
祭
福
物
協
賛
者
芳
名

5

寒
川
俳
壇
・
相
模
詠
草

11

平
成
30
年
度 

顕
彰
受
彰
者
芳
名

4

青
少
年
だ
よ
り
・
Ｎ
Ｙ
見
聞
録

9

社
頭
動
静

2

神
嶽
山
神
苑
開
苑
10
周
年

7

1



社
頭
動
静

鈴
の
音

寒
川
さ
ん
の

ね

※

鈴
の
音
を「
祈
り
」の
象
徴
と
と
ら
え
、当
神
社
の
折
々
の
出
来
事
を

　そ
の
音
に
乗
せ
て
皆
様
に
お
伝
え
す
る
と
い
う
意
味
を
込
め
ま
し
た
。

祭
典
・
行
事
の
ご
報
告

八
方
除
祭
・
元
旦
祈
祷
祭

歳
旦
祭
・
末
社
歳
旦
祭

追
儺
祭

元
始
祭

武
佐
弓
祭

神
社
庁
相
模
湘
南
支
部
　
初
集
会

1
月

１
日〃 

2
日

3
日

8
日

24
日

（
月
次
祭
後
）
朝
食
会

節
分
祭

紀
元
祭 

並 

顕
彰
奉
告
祭

寒
川
神
社
顕
彰
式

祈
年
祭 

並 

田
打
舞
神
事

社
務
所
改
修
第
3
期
工
事
清
祓

2
月

1
日

3
日

11
日〃 

17
日

18
日

月
次
祭
（
元
日
は
除
く
）

毎
月
１
日・
20
日

3
月

天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年

　
奉
祝
奉
告
祭

高
座
氏
子
総
代
会
主
催

　
第
43
回
伊
勢
参
宮
旅
行

第
5
回
相
模
塾

安
藤
由
勝
大
人
命

　
伊
集
院
直
彦
大
人
命

　
　
他
命
等
の
慰
霊
祭

末
社
御
祖
神
社

　
春
季
霊
祭 

並 

合
祀
祭

宮
山
役
員
改
選
奉
告
祭

彬
子
女
王
殿
下
ご
参
拝

心
游
舎
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
ゆ
の
み
を
作
ろ
う
」
開
催

相
模
國
式
内
社
の
会 

巡
拝
会

1
日

3
〜
5
日

10
日

21
日〃 〃 

24
日〃 

27
日

❸

❹

❻

❷

❺

❶

平
成
31
己
亥
歳
を
迎
え
、
寒
川
大

明
神
の
八
方
除
の
御
神
徳
を
仰

ぐ
大
勢
の
参
詣
者
で
境
内
は
大

い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
三
が
日
の
参
拝
者

数
は
約
49
万
人
（
茅
ヶ
崎
警
察
署
発
表
）

に
上
り
、
本
年
も
多
く
の
方
が
寒
川
大
明

神
と
共
に
新
た
な
年
を
お
迎
え
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

1
月
1
日
午
前
0
時
、
神
門
に
飾
ら
れ

た
迎
春
神
話
ね
ぶ
た
に
灯
が
入
れ
ら
れ
、

境
内
を
埋
め
尽
く
す
参
詣
者
か
ら
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。
神
門
を
く
ぐ
ら
れ
た
皆

様
の
良
き
一
年
を
祈
念
致
し
ま
し
て
取
り

付
け
ら
れ
て
い
る
当
神
社
の
ね
ぶ
た
も
、

寒
川
の
正
月
の
風
物
詩
と
し
て
す
っ
か
り

定
着
し
、
お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
19
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
記
紀
神
話
よ
り
「
天て

ん

孫そ
う

降こ
う

臨り
ん

」

の
話
を
モ
チ
ー
フ
に
し
ま
し
た
。
日
本
を

豊
か
な
国
に
す
る
た
め
に
天
照
大
御
神
よ

り
神
勅
を
受
け
た
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
、

サ
ル
タ
ヒ
コ
の
導
き
に
よ
っ
て
天
降
ろ
う

と
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
ま
し
た
。
歴

代
の
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て

は
、
皇
居
内
の
神
田
に
て
田
植
え
や
稲
刈

り
を
御
自
ら
行
わ
れ
る
な
ど
天
孫
降
臨
の

際
の
教
え
を
守
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
広
め

る
と
い
う
使
命
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
本
年
、
御
代
替
り
を
5
月
に
控
え
、

11
月
に
は
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

（
天
皇
陛
下
即
位
後

最
初
の
新
嘗
祭
）
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
国
家
的
な
慶
事
を
前
に
、
改
め

て
天
皇
陛
下
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
と
い

う
意
味
を
込
め
て
製
作
致
し
ま
し
た
。

月
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
静
寂
に
包

ま
れ
た
浄
闇
の
中
、
年
頭
に
あ

た
り
す
べ
て
の
邪
気
災
厄
を
祓

い
除
く
追つ

い

儺な

祭さ
い

が
1
月
2
日
午
後
8
時
、

厳
か
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
神
社
の
信
仰
の
根
源
で
あ
る
「
難
波

の
小
池
」
か
ら
汲
ん
だ
清き

よ

前さ
き

と
呼
ば
れ
る

御
神
水
を
境
内
2
ヵ
所
で
撒
き
、「
宝
物
か

ぞ
え
」
と
称
し
た
唱
詞
を
と
な
え
、
境
内

全
体
を
祓
い
清
め
、
厄
難
の
一
掃
を
祈
念

致
し
ま
し
た
。（
追
儺
祭
に
つ
い
て
の
詳
細

は
本
誌
第
511
号
に
掲
載
）

　

神
事
終
了
後
、
御
神
前
に
供
え
ら
れ
た

弓
矢
が
、
魔
除
け
の
お
守
り
と
し
て
ご
参

拝
の
皆
様
に
頒
布
さ
れ
ま
し
た
。

人
日
節
（
七
草
）
の
翌
日
（
1
月

8
日
）、
悪
疫
を
退
散
さ
せ
1
年

の
吉
凶
を
占
う
武
佐
弓
祭
が
、

多
く
の
参
拝
者
が
見
守
る
中
で
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
甲
・
乙
・
ム
」
の
3
字
が
変
形
し
て
組

み
合
わ
さ
っ
た
「
鬼
」
と
書
か
れ
た
古
式

の
的
に
神
職
2
人
が
向
か
い
「
千
早
振
る 

神
の
御
前
の
武
佐
の
的 

悪
魔
を
攘は
ら

い 

国

ぞ
治
む
る
」
と
い
う
神
歌
を
唱
え
、
交
互

に
3
度
矢
を
放
ち
、
そ
の
矢
の
行
先
に
よ

り
1
年
の
吉
凶
を
占
い
ま
す
。

　

神
事
終
了
後
に
は
、
大
的
の
両
脇
に
付

し
た
麻
が
、
安
産
や
建
築
の
お
守
り
と
し

て
、
ご
参
拝
の
皆
様
に
頒
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
の
矢
の
当
た
り
及
び
占せ

ん

卜ぼ
く

結
果
は

下
記
の
通
り
で
す
。

立
春
の
前
日
、
邪
気
災
厄
を
祓
い

福
を
呼
び
込
む
節
分
祭
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
殿
で
は
ま
ず
祭
典
が
斎
行
さ
れ
、
福

を
招
い
て
清
々
し
く
春
を
迎
え
る
た
め
に

追
儺
板
を
打
ち
鳴
ら
し
て
邪
気
災
厄
を
祓

い
、
そ
の
後
境
内
の
特
設
櫓
に
て
豆
撒
き

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
は
日
曜
日
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
例
年
以
上
に
大

勢
の
方
が
福
を
求
め
て
お
越
し
に
な
り
、

境
内
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
殿
前
に
は
小
学
生
以
下
の
お

子
様
を
対
象
に
福
豆
の
掴
み
取
り
が
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
福
豆
掴
み
に

夢
中
な
お
子
さ
ん
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

皇
紀
二
六
七
九
年
を
奉
祝
し
、
初

代
天
皇
・
神
武
天
皇
に
よ
る
建

国
の
大
業
を
仰
ぎ
、
皇
室
の
御

隆
昌
と
国
家
の
御
安
泰
を
祈
念
す
る
紀
元

祭
が
、
2
月
11
日
に
斎
行
さ
れ
、
厳
か
な

雰
囲
気
の
下
、
参
列
者
と
と
も
に
日
本
の

建
国
を
お
祝
い
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
佳
節
に
併
せ
、
当
神
社
の
発

展
に
長
年
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
を
表

彰
す
る
顕
彰
式
が
参
集
殿
に
て
行
わ
れ
、

宮
司
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
彰
者
の
皆
様
の
ご
芳
名
は
4
ペ
ー
ジ

に
て
別
途
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。
受
彰
さ
れ
た
皆
様
の
益
々

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

耕
作
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
1
年

の
農
作
物
の
豊
か
な
稔
り
を
祈

念
す
る
祈
年
祭
が
2
月
17
日
に

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
典
は
、
豊
作

に
感
謝
す
る
秋
の
新
嘗
祭
と
並
び
、
神
社

で
斎
行
さ
れ
る
祭
典
の
中
で
も
特
に
重
要

な
祭
典
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
神
社
の
祈
年
祭
で
は
毎
年
、
翁
の
面
を

つ
け
た
社
人
と
神
職
が
、
地
謡
と
囃
子
を

織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
土
な
ら
し
か
ら
収
穫

ま
で
の
1
年
を
通
じ
た
米
作
り
を
模
倣
し

た
舞
を
奉
納
す
る
「
田
打
舞
神
事
」
が
御

神
前
に
て
奉
納
さ
れ
、
五
穀
豊
年
が
祈
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

伊
勢
の
神
宮
へ
の
参
宮
旅
行
は
今

回
で
43
回
目
を
迎
え
、
64
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
は
神
宮
の
ほ
か
、
天
照
大
御
神
の

御
子
神
で
あ
る
天あ

ま

津つ

彦ひ
こ

根ね
の

命み
こ
とを
お
祀
り
す

る
多
度
大
社
を
正
式
参
拝
致
し
ま
し
た
。

伊
勢
参
詣
の
街
道
沿
い
に
鎮
座
す
る
こ
と

か
ら
古
く
よ
り
「
お
伊
勢
参
ら
ば
お
多
度

も
か
け
よ
、
お
多
度
か
け
ね
ば
片
参
り
」

と
詠
ま
れ
て
お
り
、
神
宮
と
由
縁
の
深
い

神
社
で
す
。

　

な
お
、
本
旅
行
は
、
高
座
氏
子
総
代
会

主
催
に
て
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
多

く
の
皆
様
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。

正
月

追
儺
祭

祈
年
祭 

並 

田
打
舞
神
事

伊
勢
参
宮
旅
行

節
分
祭

紀
元
祭 

並 

顕
彰
奉
告
祭

武
佐
弓
祭

①

⑤

③
④

②

占
卜
結
果

夏
頃
ま
で
は
社
会
情
勢
・
景
気
と
も
に
上
向
き
傾
向
。

夏
以
降
は
何
か
し
ら
の
変
化
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
一
か
ら
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
」と
い
う
気
持
ち
を

も
っ
て
日
々
過
ご
す
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

（
武
佐
弓
祭
直
会
に
て
宮
司
発
表
）

・
6
本
目
は
弦
切
れ

［写真］	 ①中森貫太・健之介両氏による神歌奉納（2月1日	月次祭）　②紀元祭	浦安の舞　③節分祭　④祈年祭	参進　⑤参宮旅行	集合写真　⑥武佐弓祭
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■
寒
川
神
社
権
禰
宜

■
寒
川
神
社
参
事

■
寒
川
神
社
参
事

■
寒
川
神
社
主
事

■
寒
川
病
院
看
護
師

■
寒
川
病
院
看
護
師

■
寒
川
病
院
准
看
護
師

■
寒
川
病
院
社
会
福
祉
士

■
寒
川
病
院
事
務
員

■
寒
川
病
院
非
常
勤
看
護
師

■
神
恵
苑
看
護
師

■
神
恵
苑
介
護
福
祉
士

（
勤
続
21
年
）

（
勤
続
31
年
）

（
勤
続
31
年
）

（
勤
続
11
年
）

（
勤
続
22
年
）

（
勤
続
12
年
）

（
勤
続
13
年
）

（
勤
続
13
年
）

（
勤
続
12
年
）

（
勤
続
14
年
）

（
勤
続
11
年
）

（
勤
続
11
年
）

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

丹

　下

　英

　紀

松

　本

　み
な
子

渡

　部

　尚

　美

岩

　永

　亮

　一

酒

　井

　文

　子

大

　津

　い
ず
み

荻

　野

　香

　世

大

　林

　由
美
子

久

　保

　友
歌
里

齋

　藤

　睦

　子

田

　口

　浩

　美

金

　子

　和

　世

職
員
年
功
表
彰
受
彰
者  

12
名 

（
敬
称
略
） 

功
労
表
彰
受
彰
者

　

 

2
名 

（
敬
称
略
） 

寒
川
神
社
顕
彰
式
受
彰
者
芳
名

奉祝
皇紀2679年
（平成30年度）

感
謝
状
受
彰
者

　11
名 

（
敬
称
略
） 

■
氏
子
総
代
と
し
て
多
年
に
亘
り

　寒
川
神
社
の
運
営
に
協
力
さ
れ
た

三

澤

敬

機

■
元
旦
祈
祷
世
話
人
と
し
て

　多
年
に
亘
り
献
身
奉
仕
さ
れ
た

吉

田

良

英

大

竹

勝

夫

■
永
年
に
亘
り
参
拝
を
重
ね

　御
神
徳
の
宣
揚
に
寄
与
さ
れ
た

岡

田

光

雄

四

辻

　
　  

皓

柿

田

　
　  

力

■
多
年
に
亘
り
寒
川
神
社
節
分
祭
に

　福
物
を
奉
献
さ
れ
た

原

繁

酒

店

■
多
年
に
亘
り
各
種
祭
典
に
携
わ
り

　神
社
の
維
持
運
営
に
貢
献
さ
れ
た

臼

井

美

保

■
多
年
に
亘
り
月
次
祭
に
参
列
さ
れ

　御
神
徳
の
宣
揚
に
寄
与
さ
れ
た

阿

野

治

美

■
迎
春
ね
ぶ
た
に
多
年
に
亘
り

　真
心
を
以
て
協
力
さ
れ
た㈱

森
川
製
作
所

■
多
年
に
亘
り
㈱
青
葉
職
員
と
し
て

　当
神
社
の
維
持
運
営
に
協
力
さ
れ
た

大

橋

拓

哉

■
多
年
に
亘
り
赤
誠
を
以
て

　神
社
の
数
々
の
事
業
推
進
に
貢
献
さ
れ
た

佐
野
藤
右
衛
門

第
十
六
代

■
多
年
に
亘
り
赤
誠
を
以
て

　神
社
の
数
々
の
事
業
推
進
に
貢
献
さ
れ
た

佐

藤

俊

哉

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

節
分
祭 

福
物
協
賛
者
芳
名

彬
子
女
王
殿
下
御
参
拝

心
游
舎
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

九
谷
焼
湯
呑
茶
碗
「
ゆ
の
み
を
作
ろ
う
」
開
催

　

3
月
24
日
、
彬
子
女
王
殿
下
が
総
裁
を

お
務
め
の
「
心し
ん

游ゆ
う

舎し
ゃ

」
主
催
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
九
谷
焼
湯
呑
茶
碗
「
ゆ
の
み

を
作
ろ
う
」
が
寒
川
神
社
少
年
館
に
て
開

催
さ
れ
、
少
年
館
生
・
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・

そ
の
保
護
者
な
ど
約
50
名
が
参
加
致
し
ま

し
た
。

　

当
神
社
で
行
わ
れ
る
心
游
舎
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
平
成
27
年
11
月
に
続
き
2

回
目
と
な
り
ま
す
。
前
回
は
、
子
供
た
ち

に
と
っ
て
最
も
身
近
な
文
化
で
あ
る
「
言

葉
」
に
触
れ
る
「
辞
書
引
き
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
前
回
の
内
容
は
本
誌
第
503
号
に

掲
載
）

　

今
回
は
、
140
年
続
く
九
谷
焼
窯
元
・
上か
み

出で

長
ち
ょ
う

右え

も

ん
衛
門
窯が
ま

の
6
代
目
と
し
て
国
内
外

問
わ
ず
幅
広
く
活
動
さ
れ
て
い
る
上か
み

出で

惠け
い

悟ご

先
生
を
お
招
き
し
て
、
日
本
の
伝
統
工

芸
に
直
接
触
れ
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
「K

クU
T

タA
N

ニI 
S

シ

ー

ル

E
A

L

」
と
い
う
転
写
技
術
を
使
用
し
、
本

来
職
人
が
筆
を
入
れ
て
い
る
文
様
を
、
シ
ー

ル
の
よ
う
に
貼
り
付
け
て
遊
び
な
が
ら
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
湯
呑
を
作
る
こ
と
で
九
谷
焼

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
い
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
日
本
の
伝

統
工
芸
の
技
術
に
、
転
写
と
い
う
現
代
の

技
術
が
融
合
し
、
さ
ら
に
子
供
た
ち
の
柔

軟
な
発
想
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、「
日
本
の

モ
ノ
づ
く
り
」
の
無
限
の
可
能
性
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

窯
で
焼
き
上
げ
、
完
成
す
る
ま
で
約

1
ヶ
月
。
果
た
し
て
、
ど
ん
な
作
品
が
で

き
上
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
…
次
号
に

て
さ
ら
に
詳
し
く
特
集
致
し
ま
す
。

㈱
青
葉

㈱
秋
江

㈱
阿
部

㈲
青
木
商
事

秋
山
商
事
㈱
厚
木
支
店

青
山
大
寿
司

㈱
市
川

㈲
飯
田
材
木
店

イ
ベ
ン
ト
商
組
合

市
川
元
久

入
澤
一
三

伊
藤　

優

エ
バ
ラ
食
品
工
業
㈱ 

㈱
オ
ー
カ
ワ

大
塚
文
彦

大
森
久
巳
男

川
本
工
業
㈱
県
央
支
店

㈱
金
子
建
材
土
木

㈱
関
東
小
池

㈲
壁
島
工
務
店

金
子　

昭

㈲
カ
ネ
ヤ
商
会

関
東
建
物
㈱

神
奈
川
東
和
薬
品
㈱

㈱
北
岡
本
店

㈲
協
和
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

北
村
工
務
店

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
㈱
湘
南
工
場

㈱
ギ
ン
ビ
ス
湘
南
営
業
所

ギ
ン
ビ
ス
商
事
㈱

熊
澤
酒
造
㈱

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

コ
ム
ロ
デ
ン
キ
寒
川

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

㈲
さ
が
み
や

㈲
サ
ダ
コ
美
容
室

さ
が
み
や
菓
舗

㈲
寒
川
建
材

寒
川
神
社
商
工
奉
賛
会

寒
川
町
観
光
協
会

寒
川
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

㈱
サ
ン
エ
ー
サ
ン
ク
ス

㈱
サ
ン
ユ
ー

寒
川
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

㈱
三
昭
運
輸

㈲
三
昭
興
業

㈱
三
昭
ツ
ー
リ
ス
ト

湘
南
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ブ
ラ
イ
ダ
ル

湘
南
信
用
金
庫
寒
川
支
店

敷
島
製
パ
ン
㈱
パ
ス
コ
湘
南
工
場

ジ
ャ
パ
ン
ソ
ル
ト
㈱
栃
木
支
店

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

鈴
信
運
送
㈱

そ
ば
処
佐
賀

綜
合
警
備
保
障
㈱
湘
南
支
社

㈱
空
晴

㈱
竹
澤
古
典
建
築
設
計
事
務
所

㈲
田
中
写
真

髙
橋
竹
材
店

㈱
竹
中
工
務
店
横
浜
支
店

㈱
竹
中
工
務
店
寒
川
神
社
作
業
所

大
黒
屋

露
木
生
花

㈱
テ
ッ
ク
企
画

東
映
通
信
工
業
㈱

東
京
あ
ず
ま
ネ
ク
タ
イ

戸
塚
米
店

長
嶋
園

中
島
啓
介

日
本
プ
レ
ス
工
業
㈱

根
岸
農
園

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

㈱
長
谷
川
製
作
所

ハ
タ
ノ
木
材
㈱

原
繁
酒
店

原
田
総
合
保
険
事
務
所

㈲
俵
田
屋

㈲
古
山
看
板
塗
装

福
岡
園

豊
月
堂

㈱
丸
井
紙
店

松
井
建
設
㈱

前
田
隆
一

松
本　

學

松
岡
裕
巳

皆
川
欽
一

三
菱
電
機
㈱
神
奈
川
支
社

㈱
湊

㈱
結
商
会

落
雁　

諸
江
屋

百
崎
製
菓
㈱

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

㈱
横
浜
銀
行
寒
川
支
店

横
溝
隆
義

ヨ
シ
カ
ワ
洋
品
店

横
山
外
科
胃
腸
科
医
院

㈱
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
厚
木
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神か

ん

嶽た

け

山や

ま

神し

ん

苑え

ん

開
苑
10
周
年

　

御
社
殿
御
造
営
竣
功
10
年
を
記
念
し
て
整
備
致
し
ま
し
た
御
本
殿
の
奥
庭
「
神
嶽
山

神
苑
」
は
、
お
陰
様
に
て
平
成
21
年
の
開
苑
よ
り
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

次
号
以
降
の
社
報『
相
模
』に
て
、特
集
を
掲
載
致
し
た
く
鋭
意
企
画
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

御
参
拝
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
御
崇
敬
を
賜
り
ま
し
て
、
大
明
神
様
と
の

御
神
縁
を
お
深
め
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
　

茶
屋
「
和
楽
亭
」
で
は
季
節
の
お
菓
子
と
お
抹
茶
を
お
召
し
上
が
り
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　

神
嶽
山
神
苑
への
入
苑
は
御
祈
祷
を
受
け
た
方
に
限
り
ま
す
。

　

当
神
社
に
お
い
て
、
年
間
約
500
に
も
及

ぶ
祭
典
の
大
半
を
占
め
る
の
は
「
日
供
祭
」

と
い
う
祭
典
で
す
。
1
月
1
日
（
元
日
）

を
除
い
て
一
日
も
欠
か
す
こ
と
な
く
奉
仕
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
の
は
、
皆
様
に
ご
参
列
い
た
だ

い
て
斎
行
す
る
祭
典
と
は
少
し
異
な
り
、

毎
日
早
朝
に
神
職
だ
け
で
奉
仕
さ
れ
て
い

る
か
ら
な
の
で
す
。

　

私
た
ち
人
間
に
と
っ
て
日
常
生
活
に
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
「
食
事
」
で
す
。

そ
れ
と
同
様
に
神
様
に
と
っ
て
も
欠
か
す

こ
と
が
で
き
な
い
の
が
「
食
事
」
で
あ
り
、

そ
れ
を
毎
日
神
職
が
ご
準
備
申
し
上
げ
神

様
に
お
召
し
上
が
り
い
た
だ
く
祭
事
が
「
日

供
祭
」
で
す
。
日
供
祭
は
、
単
に
神
様
に

お
食
事
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
く
た
め

だ
け
の
祭
典
で
は
な
く
、
同
時
に
日
々
の

生
活
に
感
謝
し
、
皇
室
の
弥
栄
・
国
家
の

繁
栄
・
氏
子
崇
敬
者
の
安
寧
が
祈
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
神
社
で
は
、
毎
朝
1
回
の
み
の
斎
行

で
す
が
、
全
国
の
神
社
で
は
朝
夕
の
2
回

斎
行
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
中
で

も
伊
勢
の
神
宮
で
は
、
日
供
祭
と
同
義
の

祭
典
「
日ひ

別ご
と

朝あ
さ

夕ゆ
う

大お
お

御み

饌け

祭さ
い
（
常
じ
ょ
う

典て
ん

御み

饌け

）」

が
朝
と
夕
の
2
度
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、

外
宮
の
御
鎮
座
以
来
約
一
五
〇
〇
年
も
の

間
、
一
日
も
絶
え
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

伊
勢
の
神
宮
の
「
日
別
朝
夕
大
御
饌
祭
」

は
、
紀
元
祭
や
天
長
祭
な
ど
の
よ
う
に
「
中

祭
」
で
斎
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
だ
け
で
も

年
間
730
の
中
祭
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
一
方
、
全
国
の
神
社
で
斎
行
さ
れ

る
「
日
供
祭
」
は
「
小
祭
」
で
あ
り
、
祭

典
の
規
模
こ
そ
小
さ
い
も
の
の
、
伊
勢
の

神
宮
と
同
様
に
毎
日
欠
か
さ
ず
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
先
人
た
ち
が
如

何
に
こ
の
祭
典
を
重
要
視
し
て
き
た
か
が

窺
え
ま
す
。
つ
ま
り
、「
神
様
に
お
食
事

（
神し

ん

饌せ
ん

）
を
お
供
え
す
る
こ
と
」
こ
そ
が
、

神
社
で
斎
行
さ
れ
る
全
て
の
祭
典
に
お
い

て
非
常
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
に
加

え
て
、「
日
々
、祈
り
と
感
謝
を
捧
げ
る
こ
と
」

こ
そ
が
神
社
に
お
け
る
信
仰
の
基
本
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

　

祭
典
の
際
、
神
様
に
お
召
し
上
が
り
い

た
だ
く
お
供
え
物
を
「
神し

ん

饌せ
ん

」
と
い
い
ま
す
。

神
饌
は
、
生
の
ま
ま
供
え
る
「
生せ

い

饌せ
ん

（
丸

物
神
饌
）」
と
、
調
理
し
た
も
の
を
供
え
る

「
熟

じ
ゅ
く

饌せ
ん

（
調
理
神
饌
）」
と
に
大
別
さ
れ
ま

す
が
、
明
治
以
降
は
生
饌
が
主
流
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
神
社
の
日
供
祭
で
は
、
米
・
酒
・
野

菜
・
果
物
・
塩
・
水
の
6
種
類
の
生
饌
を
、

5
台
の
三
方
に
弁
備
し
、
毎
日
御
神
前
へ

お
供
え
し
て
い
ま
す
。
こ
の
5
台
の
神
饌

が
全
て
の
祭
典
の
基
本
と
な
り
、
祭
典
の

規
模
な
ど
に
よ
り
、
餅
・
海
魚
・
川
魚
・
卵
・

乾
物
・
菓
子
な
ど
が
追
加
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
と
り
わ
け
、
米
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

酒
・
餅
な
ど
米
に
関
わ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
数
あ
る
神
饌
の
中
核
を
な
す
存
在
で

あ
り
、
古
く
か
ら
稲
作
を
生
活
の
基
盤
と

し
て
き
た
日
本
の
文
化
が
色
濃
く
表
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
祭
典
に
よ
っ
て
は
、
地
元
の
産

物
が
捧
げ
ら
れ
た
り
、
歴
史
的
に
特
別
な

由
来
の
あ
る
も
の
が
捧
げ
ら
れ
た
り
す
る

な
ど
、
神
饌
に
は
日
本
人
が
長
い
歴
史
の

中
で
育
ん
で
き
た
食
文
化
が
反
映
さ
れ
て

い
る
と
も
い
え
る
の
で
す
。

　

ご
家
庭
で
の
神
棚
祭
祀
の
場
合
も
、
日

供
祭
に
準
じ
て
神
饌
を
ご
準
備
い
た
だ
く

の
が
理
想
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
々
の
お
供

え
は
米
・
酒
・
塩
・
水
程
度
に
し
て
、
折
々

に
そ
の
他
の
も
の
を
お
供
え
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
お
供

え
さ
れ
た
神
饌
は
ご
家
族
の
皆
様
で
召
し

上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
神
様
と
同
じ

も
の
を
食
す
こ
と
で
さ
ら
な
る
御
加
護
を

い
た
だ
こ
う
と
す
る
「
神し

ん

人じ
ん

共
き
ょ
う

食し
ょ
く」
と
い

う
考
え
方
で
、
日
本
の
祭
り
の
大
き
な
特

徴
で
も
あ
る
の
で
す
。

特 集

日
に っ

供
く

祭
さ い

朝
の
神
事

日
々
の
祈
り

神し
ん　

饌せ
ん

神
棚
祭
祀
の
場
合
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見 聞 録
寒川神社 権禰宜　中 西 正 史

ロータリークラブ桜植樹事業参加
2月24日、寒川ロータリークラ

ブによる町内・一之宮緑道の桜植
樹事業に少年館とボーイスカウト
で参加しました。
自分たちの手で植えた桜の木に

きれいな花が咲く日が今から待ち
遠しいです。

少年館 春の社会見学 3月9日、春の社会見
学が行われ、埼玉県のグ
リコピア・イースト工場
見学を行いました。大好
きなお菓子が作られて
いる行程を見学し、子ど
もたちは目を輝かせ見
入っていました。

青少年だより
動 静

スカウト募集中！
小学1年生以上の男女
問合せ…寒川神社少年館

3月
 ９日 春の社会見学（少年館）
 17日 卒館奉告祭（少年館）
 〃　 卒館式（少年館）
 22日 終業式（少年館）
 29～30日 春キャンプ（ＶＳ・ＲＳ）
 30～31日 春キャンプ（ＢＶＳ・ＣＳ・ＢＳ）

 23日 スケート教室（ＢＶＳ・ＣＳ）
 23～24日 一泊舎営並びに隊活動
   計画会議（ＶＳ・ＲＳ）
 24日 寒川ロータリークラブ
   桜植樹参加（少年館・ＢＳ）

2月

1月
 9日 始業式（少年館）
 12日 鏡開き
   （ＢＶＳ・ＣＳ・ＢＳ・ＶＳ・ＲＳ）

Pick Up

授
与
品

　当神社では現在、さまざまな神符守札授与品（お札・お守り）を
頒布しております。その授与品の中から、順番にいくつかの授与品
をご紹介してまいります。

図 鑑

八方除 こども守
初穂料　500円

※正月期間中・夏季は
　この限りではありま
　せん。

毎日8：00～16：30（通常）

授与所開設時間

地相・家相・方位・日柄などに由縁する
全ての災禍から身を守り、お子様の健
やかな成長を祈念したお守りです。

学業成就守
初穂料　各500円

陰陽五行説に基づき、学業が実を結ぶ
ようにと祈念したお守りです。

厄難除 氣守
初穂料　各500円

風神雷神の御神威により、厄年および
様々な災難から身を守り、良い「氣」を
呼び込むお守りです。

大祓守
初穂料　800円

大祓の茅の輪と人形がデザインされた
災い除けのお守りです。玄関や神棚に
お祀りいただき、災いのない健やかな
日々をお過ごしください。

　平成 23 年 3 月 11日の東北地方を中心としたあの大
震災から8 年が過ぎました。あの日、日本と14 時間の時
差があるNYにいた私は、たまたま寝付けず明け方前に
テレビをつけたところ、地元局のチャンネルがＮＨＫの映像
をそのまま転信しており、大地を津波が甞めていく映像に、

時折キャスターが「信
じられますか」「言葉も
ありません」等と絶句し
ていたのが今でも忘れら
れません。慌てて日本
の両親や兄弟に電話し
たものの全く繋がりませ
んでした。（後日、太
平洋底の日米間ケーブ

ルが何本も切断された
ためと聞きました）
　翌朝、打ちひしがれ
た気持ちで街を歩いて
いたところ、普段は脇目
も振らずせかせか歩い

ているニューヨーカー達に「家族は大丈夫か」「あなた
が知ってる日本のすべての方が無事であれ」等方 で々声
を掛けていただき、少し救われた気持ちになりました。
　翌日からは市内至る所で被災地を支援するためのイベ
ントが開催され、私も様 な々多宗教の合同祭典を奉仕
させていただきました。また事務所でもPray for Japan

（日本への祈り）の文言を入れた厚紙を絵馬の形に切
り、様 な々行事に持参して寄付していただいた方に日本
への応援メッセージを書いてもらいました。はるか遠くで何
もできないもどかしさの中、ＮＹの人々の温かい気持ちを
被災地の人 に々少しでも伝えられたらとの思いで、寄付
金は日本国
総 領 事 館
を通じ被災
地の方々に
送っていた
だきました。

第 8回　東北地方太平洋沖地震の記憶

NYから大震災犠牲者に祈りを捧げる宗教者達

日本を励ますメッセージが書かれた絵馬

震災追悼行事を報じるＮＹ邦字各紙
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寒

川

俳

壇

相

模

詠

草

孫
三
人
力
合
わ
せ
て
作
り
た
る
料
理
並
び
し
吾
の
喜
寿
祝 

宮
治
友
美
枝

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
正
月
用
の
花
活
け
に
楽
し
げ
に
活
け
る
ホ
ー
ム
の
人
達 

徳
江
　
道
子

子
供
ら
と
た
わ
む
れ
お
り
し
猫
ナ
ナ
の
墓
に
つ
ぶ
や
く
「
あ
り
が
と
う
ね
」
と 

土
屋
ト
ミ
子

寒
中
に
さ
き
が
け
て
咲
く
蠟
梅
の
強
き
命
よ
気
高
き
香
り 

稲
垣
　
武
子

冬
日
和
布
団
干
し
た
る
そ
の
夜
は
羊
あ
ら
わ
れ
吾
の
身
を
包
む 

山
口
　
幸
子

平
成
の
最
後
と
な
り
し
「
ゆ
く
年
く
る
年
」
寺
の
鐘
の
音
胸
に
し
み
い
る 

山
根
喜
美
代

朝
食
後
の
む
コ
ー
ヒ
ー
の
う
ま
き
こ
と
体
の
芯
よ
り
あ
た
た
ま
り
く
る 

安
藤
　
　
慧

元
旦
を
寿
ぐ
ご
と
く
東
雲
の
空
に
粛
粛
の
ぼ
る
朝
日
子 

渡
邉
　
唯
夫

神
棚
の
し
め
縄
つ
け
る
孫
守
り
夫
は
真
剣
脚
立
押
え
る 

亀
山
　
文
子

元
旦
や
そ
ぞ
ろ
歩
き
を
よ
し
と
す
る
出
來
し
一
首
も
先
ず
よ
し
と
せ
む 

村
上
　
正
度

た
ま
も
の
と
思
ふ
ひ
と
時
木
犀
の
香
に
包
ま
れ
て
心
寄
り
ゆ
く 

平
澤
ま
さ
え

雜
草
に
混
じ
り
て
水
仙
数
輪
が
花
咲
か
せ
お
り
寒
さ
き
び
し
に 

岡
元
　
芳
子

不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
と
う
さ
ぎ
と
語
ら
む
か
こ
ん
な
き
れ
い
な
満
月
の
夜 

杉
本
　
照
世

廃
船
に
残
る
船
の
名
水
温
む 

伊
藤
　
公
一

菜
の
花
や
丘
ま
で
と
ど
く
海
の
風 

宮
入
　
つ
る

呼
鈴
を
押
し
て
待
つ
間
の
寒
さ
か
な 

倉
谷
　
節
子

汽
車
は
行
く
空
と
菜
の
花
追
い
な
が
ら 

猿
渡
　
弥
生

折
れ
も
せ
ず
つ
っ
立
っ
て
ゐ
る
蓮
の
骨 

四
ツ
車
梢
月

仮
縫
い
の
済
み
し
ド
レ
ス
や
梅
日
和 

根
岸
　
君
子

ふ
き
の
と
う
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
移
植
鏝 

菅
沼
う
め
の

呑
む
順
に
薬
分
け
あ
り
春
隣 

石
原
美
枝
子

列
車
来
る
こ
と
な
き
線
路
下
萌
ゆ
る 

飛
石
　
槿
花

過
ぎ
し
こ
と
静
か
に
置
き
て
水
温
む 

岩
田
美
代
子

時
折
り
は
遠
富
士
を
見
て
畑
を
打
つ 

菅
沼
　
保
幸

山
を
見
て
暦
を
見
て
は
春
を
待
つ 

露
木
て
る
子

街
道
は
今
や
裏
路
梅
一
輪 

松
本
美
智
子

春
待
つ
ぞ
背
に
余
り
た
る
ラ
ン
ド
セ
ル 

新
井
　
泰
春

ほ
め
ら
れ
て
ぱ
あ
っ
と
咲
く
や
木
瓜
の
花 

松
村
　
信
良

節
分
や
米
寿
の
豆
も
食
べ
切
れ
ず 

天
沼
　
子
平

待
春
や
肥
立
ち
よ
き
娘
の
帰
り
待
つ 

吉
田
　
和
美

春
便
り
確
定
申
告
長
い
列 

原
野
　
楽
天

寒
川
俳
壇
　
年
間
最
優
秀
句
決
定

祈
年
祭
に
併
せ
て
紫
紋
幕
奉
納

　
本
誌
『
相
模
』
に
四
季
折
々
の
俳
句
を
献
じ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
寒
川
俳
壇
の
年
次
総
会
が
３
月

３０
日
に
開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上
に
て
本
年
度
の
優
秀

句
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
優
秀
句
に
は
、
根
岸
君
子
氏
の
句
が
選
ば
れ
、

一
之
宮
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
月
17
日
祈
年
祭
に

併
せ
て
、
当
神
社
崇
敬
者

の
横
浜
貨
物
綜
合
㈱
佐

藤
俊
哉
氏
、井
上
裕
之
氏
・

玉
枝
氏
ご
夫
妻
、
安
川
昌

子
氏
よ
り
本
殿
紫
紋
幕

を
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
様
方
に
は
日
頃
か

ら
格
別
の
ご
崇
敬
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
。
衷
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
、
今
後

益
々
の
ご
健
勝
を
祈
念
致

し
て
お
り
ま
す
。

一
之
宮
賞

　
　（
年
間
最
優
秀
句
）

神
饌
の

　尾
鰭
の
反
り
や

　
　
　桜
鯛

根
岸

　君
子

人

　事

◆
転
　出

〈
寒
川
神
社
〉

寒
川
神
社
権
禰
宜 

中
村
　陽
宏

山
梨
県
へ
転
出
を
命
ず
る

　平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　神 

社 

本 

庁

こ
の
度
、
山
梨
県
笛
吹
市
鎮
座

浅
間
神
社
に
奉
職
致
し
ま
し
た
。

◆
退
　職

〈
寒
川
神
社
〉

巫
　
　
　女 

石
塚
　千
尋

巫
　
　
　女 

鈴
木
　奈
々

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

〈
寒
川
病
院
〉

看
　護
　師 

水
村
　礼
子

看
　護
　師 

伊
藤
　理
子

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
八
日

薬
　剤
　師 

平
子
　
　希

看
　護
　師 

大
津
い
ず
み

看
　護
　師 

村
山
　直
子

看
　護
　師 

塚
越
　未
香

看
　護
　師 

伊
藤
は
る
か

看
護
補
助
者 

高
橋
　
　遼

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

〈
神
恵
苑
〉

介
護
福
祉
士 

阿
部
　珠
美

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
八
日

◆
任
　命

〈
寒
川
神
社
〉

主
　
　
　典 

鯉
登
　敬
紀

主
　
　
　典 

内
田
　暢
彦

 

御
厨
　浩
和

寒
川
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る

　平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　神 

社 

本 

庁

◆
昇
　進

〈
寒
川
神
社
〉

出
　
　
　仕 

⻆
河
　礼
隆

出
　
　
　仕 

土
岐
　賴
誉

寒
川
神
社
主
典
を
命
ず
る

　平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

◆
採
　用

〈
寒
川
神
社
〉

 

杉
本
　
　翠

 

佐
藤
　由
菜

寒
川
神
社
巫
女
を
命
ず
る

 

小
山
さ
く
ら

寒
川
神
社
録
事
を
命
ず
る

　平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

〈
寒
川
病
院
〉

視
能
訓
練
士 

福
田
　香
南

　平
成
三
十
一
年
二
月
一
日

看
護
補
助
者 

影
山
　沙
織

　平
成
三
十
一
年
三
月
一
日

医
　
　
　師 

井
内
卓
次
郎

医
　
　
　師 

奥
山
　裕
之

看
　護
　師 

加
藤
　幸
栄

看
　護
　師 

塚
田
真
紀
子

看
　護
　師 

北
田
　雄
也

看
　護
　師 

筧
　あ
り
さ

看
　護
　師 

白
石
　里
奈

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

〈
神
恵
苑
〉

介
護
福
祉
士 

鴨
山
　和
弘

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

　平
成
三
十
一
年
二
月
一
日

　本
年
度
、
宮
山
総
代
を
ご
奉
仕
い
た
だ
く
方
々
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

宮
山
総
代
ご
紹
介

平
成
31
年
度

総代長 天利　茂雄
馬場 天利　信夫
雷 小池　健夫
下 佐藤登幾継
根岸（上） 海老原　透
根岸（中） 山下　一男
根岸（下） 宮川　里司
オリーブの丘 白井　秀信
旭（東） 北村　泰啓

副総代長 井出　茂樹
旭（西） 杉山　浩章
上合 金子　弘美
中里（上） 皆川　秀明
中里（下） 三井　尚久
中里（河原） 東出　陽子
中里（サザン） 佐藤　隆治
宮山南 髙橋　文夫
　　　　　　　　　　　  　（敬称略）
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病院だより

医療講演会のご案内
よい呼吸でよい姿勢を

手に入れよう
～あなたはどんな呼吸をしていますか～

講師／理学療法士　齋藤智美
平成31年4月24日㈬
14：00～

日時

寒川神社 参集殿場所

5月・6月の予定は
寒川病院ＨＰでご確認ください

www.samukawabyouin.com

寒川病院

入場無料・申込不要

神社についてのなかなか聞けない素
朴な疑問に、毎号少しずつお答えし
ていきます。できるだけ簡単な言葉
でお答えしますので、ぜひお子さん
と一緒にお読みください。

素朴 なぎもん !?
そ ぼ くじん じゃ

神社の

※規定枚数に達した為、入場券の一般申込は受付を終了致しました。

神
じん

社
じゃ

にお参
まい

りするときの服
ふく

装
そう

はどうすればいいの？

　神
じん
社
じゃ
に参

さん
拝
ぱい
に行

い
くときの「服

ふく
装
そう
」を気

き
にされる方

かた
は意

い

外
がい
にも多

おお
くいらっしゃいます。神

かみ
様
さま
にご挨

あい
拶
さつ
に行

い
くのです

から、気
き
になってしまうのも当

とう
然
ぜん
ですが、実

じっ
際
さい
にはどうす

ればいいのでしょうか？

　日
ひ
頃
ごろ
の参
さん
拝
ぱい
や、旅

りょ
行
こう
先
さき
で神
じん
社
じゃ
に立

た
ち寄

よ
るなど、お賽

さい
銭
せん

箱
ばこ
の前

まえ
で手

て
を合

あ
わせるだけの場

ば
合
あい
には、それほど服

ふく
装
そう
に

気
き
を遣
つか
う必
ひつ
要
よう
はありません。でも、カジュアルで大

だい
丈
じょう
夫
ぶ

だとはいえ、肌
はだ
の露

ろ
出
しゅつ
については控

ひか
えめにするなど、あ

る程
てい
度
ど
の配
はい
慮
りょ
をしていただく必

ひつ
要
よう
はあります。

　一
いっ
方
ぽう
、御

ご
本
ほん
殿
でん
に上

あ
がってお願

ねが
い事

ごと
をする（昇

しょう
殿
でん
祈
き
祷
とう
と

いいます）場
ば
合
あい
には、普

ふ
段
だん
の参

さん
拝
ぱい
よりも少

すこ
し気

き
を遣
つか
う必
ひつ

要
よう
があります。昇

しょう
殿
でん
祈
き
祷
とう
では、普

ふ
段
だん
とは違

ちが
うある程

てい
度
ど
の

心
こころ
構
がま
えをもってお願

ねが
いをしていただきたいからです。で

すから、男
だん
性
せい
はスーツ、女

じょ
性
せい
はそれに準

じゅん
ずる服

ふく
装
そう
を心

こころ

掛
が
けていただければ、まず間

ま
違
ちが
いありません。

　神
じん
社
じゃ
は神
しん
聖
せい
な場

ば
所
しょ
であると同

どう
時
じ
に、参

さん
拝
ぱい
者
しゃ
の憩

いこ
いの場

ば

でもあるので、堅
かた
苦
くる
しく考

かんが
える必

ひつ
要
よう
は全

まった
くありません。

どうしても、悩
なや
んでしまう時

とき
は、神

かみ
様
さま
を人
ひと
に置

お
き換

か
えて

考
かんが
えてみると分

わ
かりやすいと思

おも
います。「お訪

たず
ねするのは

どんな人
ひと
か」「どんな用

よう
件
けん
で伺

うかが
うのか」ということをその

都
つ
度
ど
考
かんが
えていただければ、自

し
然
ぜん
と服
ふく
装
そう
は決

き
まってくるの

ではないでしょうか。

　

私
が
寒
川
病
院
に
入
職
し
て
ほ
ぼ
三
年
に
な
ろ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。自
宅
は
鎌
倉
に
あ
り
毎
日

鎌
倉
か
ら
江
の
島
、伊
豆
の
山
々
を
眺
め
な
が
ら

国
道
134
号
線
を
通
り
鵠
沼
海
岸
、茅
ヶ
崎
を
経

由
し
て
寒
川
へ
通
っ
て
お
り
ま
す
。鵠
沼
海
岸
は
私

が
生
を
う
け
て
か
ら
18
歳
ま
で
過
ご
し
た
思
い
出

の
土
地
で
す
。私
の
育
っ
た
家
は
海
岸
か
ら
ほ
ど

近
く
静
か
な
夜
は
潮
騒
が
聞
こ
え
ま
し
た
。私
の

両
親
は
寒
川
の
隣
の
門
沢
橋
の
出
身
で
す
。父
は

戦
後
5
年
も
の
過
酷
な
シ
ベ
リ
ア
抑
留
を
経
て
よ

う
や
く
復
員
し
ま
し
た
が
、四
男
で
あ
っ
た
た
め
先

祖
伝
来
の
田
畑
を
分
け
て
も
ら
え
る
は
ず
も
な
く

自
分
で
人
生
を
切
り
開
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。郵
便
局
に
仕
事
を
得
て
私
の
母
と
鵠
沼

海
岸
に
所
帯
を
も
っ
て
私
が
生
ま
れ
ま
し
た
。私

が
小
さ
い
頃
は
門
沢
橋
の
相
原
本
家
に
従
兄
弟

た
ち
と
よ
く
盆
や
正
月
に
泊
ま
り
込
ん
で
集
ま
っ

て
遊
び
ま
し
た
。当
時
は
寒
川
跨
道
橋
が
ま
だ
無

かっ
た
の
で
車
で
送
っ
て
も
ら
う
時
は
相
模
線
の
大

門
の
踏
切
を
渡
り
寒
川
神
社
の
参
道
か
ら
神
社

の
脇
を
と
お
っ
て
門
沢
橋
へ
行
き
来
し
て
お
り
ま
し

た
。両
親
は
晩
年
は
茅
ヶ
崎
に
転
居
し
て
実
家
が

茅
ヶ
崎
に
移
り
ま
し
た
の
で
、現
在
の
私
の
通
勤

経
路
は
毎
日
自
分
の
生
活
史
を
な
ぞ
っ
て
い
る
よ

う
な
も
の
で
す
。ち
な
み
に
私
の
母
方
の
曾
祖
母

と
祖
母
は
寒
川
倉
見
の
出
身
だ
そ
う
で
す
。お
そ

ら
く
寒
川
に
は
私
と
何
代
か
前
で
血
の
繋
が
り
の

あ
る
会
っ
た
こ
と
の
な
い
親
族
が
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

両
親
は
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
も
な
く
最

後
に
短
期
間
入
院
し
た
だ
け
で
旅
立
っ
て
い
き
ま

し
た
。幸
い
私
は
両
親
と
も
最
後
の
数
日
間
を
泊

ま
り
込
み
で
付
き
添
い
見
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。今
は
寒
川
病
院
よ
り
車
で
数
分
の
菩
提
寺

に
眠
っ
て
い
ま
す
。私
も
い
ず
れ
は
そ
こ
に
納
ま
る

予
定
で
す
。相
原
本
家
の
墓
誌
に
は
元
禄
二
年
よ

り
の
先
祖
の
名
が
刻
ま
れ
て
お
り
ま
す
。先
祖
は

代
々
伝
右
衛
門
を
名
乗
っ
て
い
て
神
奈
川
県
姓
氏

家
系
大
辞
典（
角
川
書
店
）に
は「
六
代
目
伝
右

衛
門
は
組
頭
を
務
め
、嘉
永
元
年
に
隣
村
の
倉
見

村（
寒
川
町
）と
の
境
界
争
い
の
際
、総
代
と
な
っ

た
左
藤
平
兵
衛
を
助
け
て
差
添
人
と
な
っ
て
い
る

（
倉
見
出
入
答
書
之
御
伝
）」と
の
記
載
が
あ
り

ま
す
。父
祖
の
地
の
隣
の
寒
川
に
毎
日
通
勤
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
も
何
か
の
縁
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

寒
川
病
院
は
救
急
車
も
受
け
入
れ
入
院
施

設
も
あ
り
ま
す
。訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
院

内
に
持
ち
、訪
問
診
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。隣
に
は

老
人
保
健
施
設
の
神
恵
苑
も
あ
り
ま
す
。あ
る

意
味
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
求
め
ら
れ
る

組
織
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。こ
の
体

制
な
ら
ば
在
宅
療
養
し
て
い
て
も
、急
変
時
や
終

末
期
で
も
臨
機
応
変
に
色
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

こ
と
が
出
来
そ
う
で
す
。人
生
の
終
盤
を
ど
の
よ

う
に
過
ご
す
か
誰
も
が
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で

す
。ど
の
家
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ

ス
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。本
人
も
家
族
も
後
で
悔

い
が
残
ら
な
い
よ
う
に
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
有

効
に
活
用
し
て
少
し
で
も
お
役
に
た
て
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

ファミリーヒストリー
宗教法人寒川神社寒川病院　内科医長　相原康之
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次号『相模517号』は
　　　　7月1日㈪に発行します

本誌のバックナンバーは当神社HPよりダウンロードできます。S A G A M I

www.samukawajinjya.jp

第516号
平成31年4月1日

能

狂言

能

観世 喜正 ほか

野村 萬斎 ほか

中森 貫太 ほか

国　　栖

二  人  袴

石　　橋

〔演目・演者〕
く

ふた り ばかま

ず

しゃっ きょう

終
戦
記
念
日
の
8
月
15
日
、
先
の

大
戦
に
て
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た

英
霊
へ
の
慰
霊
と
世
界
の
恒
久
平
和

へ
の
祈
り
を
込
め
て
、
相
模
薪
能
を

開
催
致
し
ま
す
。

第
50
回

相
模
薪
能
の
ご
案
内

午後5時開演予定8月15日㈭〔開催日〕
寒川神社境内特設能舞台〔場　所〕

※

鑑
賞
券
の
転
売
は
固
く
禁
止
致
し
ま
す
。

申
込
方
法

　鑑
賞
ご
希
望
の
方
は
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

　年
齢
・
電
話
番
号
を
楷
書
で
明
記
の
う
え
、左
記

　要
項
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
7
月
1
日
以
降
の
消
印
よ
り
有
効
。 

　そ
れ
よ
り
前
の
消
印
や
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
は

　無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　先
着
千
名

　（一
人
一
枚
限
り
と
し
、 

電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　ま
た
入
場
者
は
中
学
生
以
上
に
限
り
ま
す
）

申 

込 

先 

〒
二
五
三-

〇
一
九
五

 

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
三
九
一
六

 

寒
川
神
社
相
模
薪
能
係

お
問
合
せ 

電
話

　〇
四
六
七 

（
七
五
） 

〇
〇
〇
四

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

253-0195
神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町

　
　
　
　 

宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社

　
相
模
薪
能 

係

無
地
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

［往信面］

郵便番号
〇
〇
県
〇
〇
市

　
　
〇
〇
町
〇
ー
〇
ー
〇

〇
〇
〇
〇 

様

（
ご
自
身
の
住
所
・
氏
名
）

住
所 

氏
名 

年
齢

☎

［返信面］

彬
姫
櫻
開
花

あ
き

ひ
め

ざ
く
ら

　天皇陛下御即位30年目の佳節を奉祝し、彬子女
王殿下御台臨の下で植樹されました彬姫櫻が、3月
13日に開花しました。
　国旗掲揚塔脇のさざれ石に寄り添うように植樹さ
れた若木が、当神社に春の訪れを告げてくれました。

編
集

後
記

平
成
最
後
の
、と
い
う
言
葉
を
昨
年
の
秋
頃
よ
り

頻
繁
に
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。当
神
社
に

お
け
る
社
報
「
相
模
」
も
本
号
を
も
ち
ま
し
て
平
成

最
後
と
、
な
り
ま
す
。昭
和
か
ら
平
成
へ
と
御
代
替

わ
り
を
し
た
当
時
の
社
報
の
編
集
後
記
に
は
、時
代

と
か
世
の
中
が
変
わ
っ
て
も
、
寒
川
の
杜
の
中
で
は

悠
久
二
千
年
の
歴
史
が
刻
ま
れ
続
け
て
い
ま
す
、
と

記
載
が
あ
り
ま
し
た
。日
々
、
多
く
の
情
報
が
流
れ

る
現
代
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
て
も
参

拝
者
の
皆
様
方
に
と
っ
て
は
常
に
変
わ
ら
な
い
寒
川

神
社
が
そ
こ
に
は
あ
る
、
そ
の
よ
う
な
意
味
の
よ
う

に
感
じ
て
お
り
ま
す
。新
し
い
御
代
に
お
け
る
皆
様

方
の
「
最
初
の
」
ご
参
拝
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
俊
）
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